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「カレーライス物価指数（2026 年基準改定）」調査―2025 年通年 
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2025 年のカレーライス物価平均は 1 食 349 円（前年 302 円）となった。 

コメ、野菜類、各種原材料の価格上昇を背景に前年同月からは+47 円・15.6％増加し、4 年連

続で前年を上回った。 

2026 年 1 月のカレーライス物価は 1 食あたり平均 370 円台で推移する見通しとなった。現

行基準としては「令和のコメ騒動」とされた 2025 年夏を上回る水準となる。 

 

株式会社帝国データバンクは、食卓への影響度を示す「カレーライス物価指数」を独自に試算した。  

[注]カレーライス物価：カレーライスで使用する原材料や、調理にかかる水道光熱費などを独自に試算した指数。 

ビーフカレー・ポークカレー・チキンカレー・シーフードカレー・野菜カレーの 5 メニュー平均値  

各種価格データは「小売物価統計調査（総務省）」のうち各都市平均値（全国平均）を参照。調理シーンは「6 食分（市販のカレール

ー1/2 パック）をまとめて調理した」ものとした。 

カレーライス物価指数：各月のカレーライス物価を基に、2020 年平均＝100 とした価格推移  
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「カレーライス物価指数（2026 年基準改定）」調査―2025 年通年 

2025 年のカレーライス物価：１食 349 円 

10 年前から 98 円↑ 記録的「カレーショック」の１年 

 カレーライスを家庭で調理する際に必要な原材料や水道光熱費などの価格（全国平均）を基に算出し、

食卓に与える物価高の影響を可視化した「カレーライス物価（平均、2026 年基準改定）」は、2025 年

平均で 1 食あたり 349 円となった。1 年前の 2024 年（302 円）からは+47 円・15.6％増加し、4 年

連続で前年を上回った。また、10 年前（2015 年：251 円）からは 98 円・約４割高となった。2025 年は

記録的なコメ価格の上昇に加え、猛暑の影響による野菜の不作も背景に、記録的な「カレーショック」の１

年となった。 

 2025 年のカレーライス物価は、ニンジンやジャガイモ、タマネギなど主要な材料が、冬場の低温や夏場の

猛暑で収量が見込めず、平年を大幅に上回る高値が続いた。また、輸入牛豚肉の価格も円安や米国産の価

格上昇を背景に値上がりが続き、市販ルーでも製品価格の改定があったことで、「カレー具材」が高値で推

移する要因となった。また、2025 年のカレーライス物価は特にコメ価格の動向に大きく左右され、2024 年

産（新米）を中心に店頭価格ベースで記録的な高値となったことも追い打ちとなり、2015 年以降の１０年間

で最高値を更新する状況が続いた。 

カレーライス物価の動向（年間平均、2015 年以降）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ピークとなった 2025 年５月以降は、備蓄米の流通量増加にともないコメ価格が下落したことを受け、カ

レーライス物価も緩やかな値下がりが続いたものの、備蓄米効果が薄れた秋以降は再び上昇に転じた。特

に秋以降は２０２５年産の新米が市場に流通したものの、コシヒカリに比べて割安な他の銘柄米でも価格が

急騰したことに加え、多くのメニューで使用されるタマネギは高温や少雨を背景に北海道地方での不作傾

向が強まったことで、出荷価格が大幅に上昇するなどの影響も重なり、９月には初めて１食あたり 350 円を

突破した。 

 また、12 月のカレーライス物価は１食 369 円と、４カ月連続で月間最高値を更新した。前月と比較すると

3 カ月連続で 40 円台の上昇幅となるなど、コメ高騰を背景に急激な値上がり局面となった 2025 年夏に

次ぐ「第二次カレーショック」の様相を呈している。 

メニュー別 「カレーライス物価」  
（2024-25 年）  

「カレーライス物価」 推移  
（年間平均推移）  
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[出所] 総務省「小売物価統計調査」を基に帝国データバンク作成
[※] カレーライス物価：カレーライスで使用する原材料や、調理にかかる水道光熱費などを

独自に試算した指数

２０２５年平均
前年比2024年202５年各項目

+47円302円349円カレーライス物価平均

+56円399円455円ビーフカレー総合

+50円280円330円（内）輸入ビーフカレー

＋63円518円581円（内）国産ビーフカレー

+37円237円274円ポークカレー総合

+42円187円229円（内）輸入ポークカレー

+32円287円319円（内）国産ポークカレー

+41円175円216円チキンカレー

+60円443円503円シーフードカレー

+44円222円266円野菜カレー

カレーライス物価平均

349円 / 1食

4７円
高

（年）

（円/１食）
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「カレーライス物価指数（2026 年基準改定）」調査―2025 年通年 

「国産食材」使用のカレーで割安感 
 

 各メニュー別に年間のカレーライス物価をみると、「国産ビーフカレー」（581 円）と「シーフードカレー」

（503円）が１食あたり 500円を超えた。全メニュー共にコメ価格の高騰による影響を大きく受けたなかで、

ビーフカレー類は原材料となる牛肉に加え、タマネギなど野菜類の高騰が価格を押し上げた。最安値は「チ

キンカレー」（216 円）となったものの、円安による飼料価格の高騰、鳥インフルエンザの影響で鶏肉価格が

上昇し、2015 年以降で初めて１食あたり 200 円を超えた。 

 

 前年同月からの値上げ率を各メニュー別にみると、最も大きいのは「チキンカレー」（+23.5％）で、前

年から 23.4％値上がりした。前年から 20%以上の値上がりを記録したのは、チキンカレーのほか「輸

入ポークカレー」（+22.5％）の２メニューのみ。輸入豚肉では米国産の価格上昇に加え、欧州産ではア

フリカ豚熱などの影響で価格上昇が続いたことで、全メニューのなかで特に価格上昇が目立った。 

 最も値上げ率が低かったのは「国産ポークカレー」（+11.1％）で、「国産ビーフカレー」（+12.2％）、

「シーフードカレー」（+13.5％）が続いた。特にビーフ・ポークカレーでは国産牛豚肉を使用したメニュー

で値上がり幅が小さく、単価は高いものの相対的な割安感が高まった。 

 

 各メニューのカレーライス物価平均を基に、2020 年平均を基準（100）とした独自算出の「カレーライ

ス物価指数」をみると、2025 年の指数は 134.8 だった。指数ベースで 130 台に到達したのは初めて。

カレーライス物価指数のうち、メニュー別で 2020 年平均から 4 割以上上昇したのは、「輸入ビーフカレ

ー」（148.7）、「チキンカレー」（142.7）、「野菜カレー」（142.2）の 3 メニュ―で、円安や天候不順など

の影響のあった材料を多く使用したメニューで値上がりが目立った。 

 カレーライス物価指数の動向  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「カレーライス物価指数」メニュー別推移 消費者物価指数との比較  
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ビーフカレー（総合） ポークカレー（総合）

チキンカレー シーフードカレー

野菜カレー カレーライス物価平均

野菜カレー 142.2

チキンカレー 142.7

ポークカレー
（総合）

134.3

シーフード
カレー

135.8

カレーライス
物価平均

134.8

ビーフカレー
（総合）

130.8

（年）

前年比
（％）

2025年各項目

＋3.2111.9総合

＋3.1111.2生鮮食品を除く総合

＋6.8125.8食料

＋5.6129.4生鮮食品

＋7.0125.2生鮮食品を除く食料

＋15.7134.8カレーライス物価指数
（帝国データバンク算出）

[出所] 総務省「2020年基準消費者物価指数」（全国、2025年）
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「カレーライス物価指数（2026 年基準改定）」調査―2025 年通年 

今後の見通し：2026 年 1 月＝初の 370 円台到達へ 

2025 年夏に続く「第二次カレーショック」 

 全国の物価の先行指標となる東京都区部の物価動向を基に予想した 2026 年 1 月のカレーライス物価

は 1 食あたり平均 370 円台で推移する見通しとなった。370 円台の到達は、現行基準としては 2015 年

以降で初めてとなり、「令和のコメ騒動」とされた 2025 年夏を上回る水準となる。 

 

 コシヒカリのほか他の単一銘柄米でも店頭価格で精米 5 キログラムあたり 5000 円を超えており、カレー

ライス物価のうち多くを占めるごはん（ライス）価格が大幅に押し上げる要因となっている。また、カレー具材

ではジャガイモやタマネギ、ブロッコリーなどが低温の影響を受けて高値圏で推移する見通しとなっている

ほか、牛肉・豚肉でも輸入品を中心に値上がりが続き、関連するメニューでは今後も値上がりが続くとみら

れる。また、全体ではコメ価格高騰を背景に過去最高値圏の水準で推移することが予想され、2025 年 5

月ごろの水準に続く「第二次カレーショック」が本格化することも考えられる。 

 

各メニュー別の具材は、各レシピサイト等を基に下記の通りと定義した（ごはん[ライス]、水道光熱費は共通）  

【ビーフカレー】牛肉（国産・輸入）・タマネギ・ジャガイモ・ニンジン・食用油・カレールー  

【ポークカレー】豚肉（国産・輸入）・タマネギ・ジャガイモ・ニンジン・食用油・ヨーグルト・カレールー  

【チキンカレー】鶏肉（国産・モモ）・ニンジン・食用油・カレールー  

【シーフードカレー】エビ・ホタテ貝柱・イカ・ニンジン・トマト・タマネギ・食用油・白ワイン・カレールー  

【野菜カレー】タマネギ・ジャガイモ・ニンジン・ナス・シメジ・ブロッコリー・食用油・カレールー  

 


